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 昨日、４時間目は家庭科でした。裁縫室で授業をして、裁縫セットがいると黒板に書いて

あったので、きっと何か作品制作をしているのだろうなあと思います。４時間目が終わって

先生が教室に行くと、案の定、誰も戻ってきていませんでした。月曜日で、給食当番も変わ

ったところだったので、こりゃあ配膳に時間がかかるなあと思い、持ってこれるものは持っ

てこようと思いました。 

 とりあえず食器をせっせと運びました。Ａ組は配膳室から遠いのは知っていましたが、本

当に遠かったです。先生は病気で力が普通の人よりも少ないので、なかなか大変でした。で

も運べないわけではないので、みんなを待つよりも効率がよいと思って運びました。別に怒

っていたわけでないし、無理をしたつもりもありません。自分にできることをしただけです。 

 途中で「持ちます」と言ってくれた人もいました。中には、言い方が悪いけれど何も言わ

ずにさっと先生から食器かごを奪うように持ってくれる人もいました。とても助かりました。

よく気づける人だなあと感心しました。そういう気持ちが、生きていく上ではとても必要だ

と先生は思います。 

 中には、自分は給食当番じゃないからと手伝わない人

もいると思います。給食当番はみんなが公平に務めるよ

うに２週間交代になっているので、当番じゃなければや

らなくていいというのは正論だと思います。でも、先生

は仕事はやれる人がやればいいと基本的には思っていま

す。人の仕事を奪ってまでやるのは良くないけれど、臨

機応変という言葉があるように、急な場合や人出がいる

ときなどはその時々でやれる人がやることでうまく回し

ていくことが大切です。そのためには、ちょっとばたば

たしているときに周りを見て、自分にできることに気づけるようになれると良いなあと思い

ます。 

 ちょっと昔に「ファジー」という言葉がはやったことがありました。「あいまい」という意

味がある言葉で、ちょっといい加減という感じからか、あまりいい意味では使われなかった

です。けれど、今のようにすぐに誰かの責任を追及したり自分のことだけを主張したりした

がる風潮があるときこそ、「柔軟性」という意味のある「ファジー」という言葉を大切にして

も良いのかな、と少し思いました。 

 給食はいつも、当番ではなくても手伝ってくれている人がたくさんいます。とても助かっ

ています。自分の仕事と他の人との仕事を柔軟に考えて動くことができているなあと感心し

ます。給食に限らず、そういう動きが増えていくと良いですね。 
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